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№
３
５
６
（
一
九
八
八
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
３
９
０
（
一
九
八
八
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
３
５
６
（
一
九
八
八
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
一
九
八
八
年
、
わ
れ
わ
れ
の
進
路
①

「
全
的
統
一
」
の
偽
瞞
を
あ
ば
く

―
総
評
解
体
阻
止
の
焦
点
―

党
大
会
と
社
会
党
の
展
望

総
評
解
散
を
阻
止
す
る
た
め
に

―
北
海
道
の
た
た
か
い
の
報
告
―

国
鉄
闘
争
を
基
礎
に
「
総
評
解
体
阻
止
」
ヘ

―
島
根
の
仲
間
か
ら
の
報
告
―

特
集
「
十
一
・
七
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
②

報
告
２
困
難
な
と
き
ほ
ど
原
点
に
立
ち
帰
る

（
全
国
一
般
）

報
告
３
百
八
票
を
根
拠
地
に
持
久
戦
（
私
鉄
総
連
）

報
告
４
本
部
答
弁
が
履
行
さ
れ
な
い
と
き
は
？
（
自
治
労
）

報
告
５
日
教
組
を
め
ぐ
る
情
勢
（
日
教
組
）

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

号
外
労
戦
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針

№
３
５
７
（
一
九
八
八
年
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
党
建
協
」
の
強
化
で
社
会
党
の
再
生
を

強
力
な
社
会
主
義
政
党
の
建
設
と
指
導
が
不
可
欠

―
一
九
八
八
年
わ
れ
わ
れ
の
進
路
②

◇
岩
井
章
氏
に
聞
く
◇

「
理
論
と
実
践
の
弁
証
法
的
統
一
」
が
課
題

成
功
を
バ
ネ
に
い
っ
そ
う
の
反
撃
体
制
を

―
一
一
・
二
七
―
兵
庫
県
集
会
の
報
告
―

逆
流
を
本
流
の
力
に
（
鹿
児
島
の
仲
間
か
ら
）

青
年
は
未
来
に
責
任
を
（
佐
賀
の
仲
間
か
ら
）

投
稿
左
派
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る

資
料
党
組
織
改
革
に
関
す
る
緊
急
提
言
（
党
建
協
）

一
・
三
○
全
国
交
流
集
会
の
ご
案
内

二
・
一
○
「
社
会
党
ガ
ン
バ
レ
集
会
」
に

参
加
し
よ
う

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
３
５
８
（
一
九
八
八
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

一
九
八
八
春
闘
と
国
労｢

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動｣

◇
岩
井
章
氏
に
聞
く
②
◇
左
派
結
集
の
追
求

◇
高
知
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

心
あ
る
活
動
家
と
組
合
員
を
激
励

資
料
１
一
二
・
二
二
高
知
県
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

資
料
２
一
一
・
二
七
兵
庫
県
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

二
月
社
会
党
大
会
に
ウ
ネ
リ
を

資
料
３
「
社
会
党
ガ
ン
バ
レ
、
二
・
一
○
集
会
」

よ
び
か
け

連
合
元
年
「
春
闘
」
の
実
像

―
政
・
労
・
資
密
月
関
係
ヘ
―

「
連
合
」
の
発
足
と
労
戦
統
一
に
つ
い
て
の
決
意

―
鹿
児
島
労
働
運
動
研
究
会
か
ら
―

書
評
「
労
戦
問
題
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
―
と

全
国
地
県
評
方
針
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
５
９
（
一
九
八
八
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
日
経
連
「
報
告
」
と
労
戦
再
編
成

社
会
党
を
守
れ
！
と
全
国
か
ら
ウ
ネ
リ

社
会
党
新
潟
県
本
が
「
意
見
書
」

資
料
１
党
組
織
改
革
案
に
対
す
る
意
見
書

（
新
潟
県
本
）

資
料
２
社
会
党
組
織
問
題
へ
の
意
見
書
（
倉
敷
支
部
）

そ
れ
が
問
題
だ
っ
た
の
に

―
「
赤
旗
」
の
反
論
を
読
む
―

国
労
の
た
た
か
い
、
前
進
の
た
め
に

「
首
切
り
容
認
」
で
は
減
る
の
が
当
然

―
労
働
省
「
昭
和
六
二
年
度
労
働
組
合

基
本
調
査
か
ら
」
―

資
料
３
一
月
一
五
日
の
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

（
社
会
主
義
協
会
）

連
載
『
資
本
論
」
第
一
巻
を
誌
む
（
四
四
）

価
値
の
尺
度
⑦

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
３
６
０
（
一
九
八
八
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
抵
抗
の
中
か
ら
突
破
口
を
開
く

Ｊ
Ｒ
の
小
集
団
管
理
を
た
た
き
つ
ぶ
せ

私
た
ち
の
要
求
は
こ
れ
だ
―
国
労
宇
都
宮
支
部
の
八
大
要
求
―

小
集
団
管
理
と
の
た
た
か
い
―
国
労
八
王
子
支
部
「
職
場
討
議
資
料
」
①
―

◇
岩
井
章
氏
に
聞
く
③
◇
連
合
の
弱
点
に
切
り
込
む

資
料
大
韓
航
空
機
事
件
①

矛
盾
だ
ら
け
「
捜
査
結
果
、

自
作
自
演
い
っ
そ
う
露
呈

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

国
際
労
研
・
全
ソ
労
評
交
流
団
の
ご
案
内

№
３
６
１
（
一
九
八
八
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
大
会
と
商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

陣
型
の
再
構
築
が
当
面
の
緊
急
課
題
―
日
教
組
第
六
四
回
大
会
の
報
告
―

社
会
党
左
派
系
の
動
向
が
問
わ
れ
る
―
労
戦
の
動
向
と
そ
の
特
徴
―

資
料
労
戦
統
一
に
関
す
る
意
見
書
（
新
潟
県
職
中
頸
城
支
部
）

◇
兵
庫
の
仲
間
の
た
た
か
い
か
ら
◇
二
・
二
七
集
会
の
中
間
総
括
と
私
達
の
課
題

小
集
団
管
理
と
た
た
か
う
―
国
労
八
王
子
支
部
「
職
場
討
議
資
料
」
か
ら
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

号
外
労
戦
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針

№
３
６
２
（
一
九
八
八
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
職
場
か
ら
八
八
春
闘
を

党
大
会
の
総
括
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務

資
料
１
「
党
改
革
に
関
す
る
議
案
」
に
つ
い
て
の
修
正
案

資
料
２

中
央
執
行
委
員
会
の
統
一
見
解

社
会
党
第
五
三
回
大
会
と
新
た
な
傾
向

資
料
３

ア
ピ
ー
ル
―
社
会
党
へ
の
申
し
入
れ

資
料
４
ガ
ン
バ
レ
社
会
党
、
二
・
一
○
国
民
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

資
料
５
労
研
セ
ン
タ
―
の
土
井
委
員
長
へ
の
「
申
し
入
れ
書
」

労
戦
再
編
と
社
会
党
解
体
攻
撃
は
一
体
①

―
連
合
支
持
で
は
社
会
党
に
未
来
は
な
い
―

反
共
主
義
と
朝
鮮
戦
争

―
Ｋ
Ｌ
機
「
行
方
不
明
」
事
件
の

理
解
の
た
め
に
①
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
四
五
）

価
値
の
尺
度
⑧

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
３
６
３
（
一
九
八
八
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
都
労
委
「
救
済
命
令
」
を
流
れ
に

三
度
目
の
正
直

―
「
赤
旗
」
の
再
反
論
を
論
評
す
る
―

初
任
研
・
反
動
教
育
法
案
の
阻
止
を

―
日
教
組
再
生
へ
の
た
た
か
い
―

Ｊ
Ｒ
資
本
に
団
交
を
申
し
入
れ

―
仲
間
を
信
頼
し
大
衆
闘
争
を
組
織
―

「
党
組
織
改
革
」
ヘ
の
反
撃
の
た
た
か
い
に
つ
い
て

資
料
党
大
会
の
総
括
と
今
後
の
課
題
（
栗
原
透
）

朝
鮮
戦
争
の
背
景
と
発
端

―
反
共
主
義
と
朝
鮮
戦
争
②
―

書
評
「
こ
れ
が
連
合
だ
！
総
評
が
な
く
な
る
」

労
研
セ
ン
タ
―
が
「
受
け
皿
」
の
具
体
化
ヘ

三
月
四
日
中
央
集
会
に
三
千
五
百
人

パ
ン
フ
紹
介
「
社
会
党
を
守
ろ
う
」

（
千
代
田
党
建
協
）

№
３
６
４
（
一
九
八
八
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
運
動
の
質
が
問
わ
れ
て
い
る

急
テ
ン
ポ
で
進
む
右
翼
再
編
策
動

―
中
立
化
構
想
の
意
義
に
つ
い
て
―

日
経
連
版
「
良
い
子
、
悪
い
子
、
ふ
つ
う
の
子
」

資
料
１
物
価
引
き
下
げ
が
課
題
（
日
経
連
）

基
本
政
策
転
換
と
連
動
？

―
社
会
党
よ
モ
ラ
ル
を
た
だ
せ
―

「
総
評
・
社
会
党
」
ブ
ロ
ッ
ク
の
危
機
と
課
題
②

反
共
主
義
と
朝
鮮
戦
争

―
Ｋ
Ａ
Ｌ
機
「
行
方
不
明
」
事
件

理
解
の
た
め
に
③
―

資
料
２
花
束
の
少
女
は
「
真
由
美
」
で
は
な
い
！

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

「
社
会
党
に
対
す
る
発
言
集
会
」
に
参
加
し
よ
う

編
集
部
だ
よ
り
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№
３
６
５
（
一
九
八
八
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
情
勢
を
大
胆
に
認
識
し
よ
う
！

大
会
決
議
に
も
と
づ
き
「
新
宣
言
」
批
判
の

「
調
査
・
研
究
・
討
論
」
を
強
め
よ
う
！

資
料
１

新
宣
言
に
関
す
る
決
議

当
面
の
労
働
者
階
級
の
任
務
を
明
示

―
松
永
裕
方
著
『
労
働
戦
線
「
統
一
」
と
労
働
者
階
級
』
を
読
む
―

伝
説
の
国
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
―
プ
ラ
ト
ン
の
二
つ
の
誤
り
―

反
共
主
義
と
朝
鮮
戦
争
―
Ｋ
Ａ
Ｌ
機
「
行
方
不
明
」
事
件
の
理
解
の
た
め
に
④
―

資
料
２
Ｋ
Ａ
Ｌ
機
事
件
と
人
権
侵
害
真
相
調
査
団
報
告

編
集
部
だ
よ
り

№
３
６
６
（
一
九
八
八
年
四
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

総
評
労
戦
「
統
一
」
方
針
と
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ

明
ら
か
と
な
っ
た
総
評
解
散
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
総
評
の
労
戦
統
一
方
針
に
つ
い
て
―

資
料
１
労
戦
統
一
―
大
会
へ
む
け
た
と
り
く
み

（
総
評
）

資
料
２
「
総
評
セ
ン
タ
―
（
仮
称

」
の

）

設
置
に
つ
い
て

資
料
３
総
評
・
官
公
労
、
連
合
首
脳
会
談

「
合
意
事
項
」

資
料
４
連
合
と
友
愛
会
議
・
全
官
公
「
合
意
事
項
」

資
料
５
全
官
公
の
連
合
加
盟
へ
の
要
請

そ
の
後
の
日
教
組
運
動
の
現
状

―
問
わ
れ
る
福
田
・
大
場
体
制
―

資
料
６
教
職
員
の
服
務
規
律
の
確
保
に
つ
い
て

（
文
部
省
）

資
料
７
文
部
省
通
知
へ
の
「
緊
急
指
示

（
日
教
組
）

」

春
闘
、
反
合
、
労
戦
「
統
一
」
の
態
度
が
問
わ
れ
る

―
第
二
一
回
全
国
青
年
団
結
集
会
の
と
り
く
み
の
経
験
か
ら
―

シ
バ
レ
ル
大
地
で
四
八
時
間
の
〃
ハ
ン
ス
ト
〃

―
国
労
清
算
事
業
団
の
仲
間
か
ら
―

が
ん
ば
る
国
労
家
族
会
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№
３
６
７
（
一
九
八
八
年
五
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
春
闘
総
括
―
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト

土
を
耕
や
し
種
を
ま
く

―
国
労
と
と
も
に
あ
る
日
本
労
働
運
動
―

資
料
１

四
・
一
ス
ト
現
場
か
ら
―
名
古
屋
駅
三
○
人
が
ス
ト
突
入

資
料
２

成
功
し
た
四
・
一
ス
ト
（
国
労
新
幹
線
支
部
）

資
料
３

三
・
三
救
済
命
令
で
思
う
こ
と
（
谷
合
和
雄
）

資
料
４

三
・
一
○
集
会
で
の
田
中
博
氏
決
意
表
明

資
料
５

四
・
一
十
勝
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

資
料
６

ス
ト
の
す
ぐ
わ
き
で

資
料
７

一
九
八
八
春
闘
懇
「
三
・
三
○
集
会
ア
ピ
ー
ル
」

資
料
８
四
・
五
首
都
圏
労
働
者
総
決
起
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

坂
本
秀
行
著
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

労
働
組
合
論
』
紹
介
―
「
マ
ル
ク
ス
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
！
」
の
情
熱
を
こ
め
て
―

資
料
９
Ｋ
Ａ
Ｌ
機
事
件
と
人
権
侵
害
調
査
団
報
告
②

資
料
⑩
〃
花
束
の
少
女
は
私
〃

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
第
四
六
回

価
値
の
尺
度
⑨

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
６
８
（
一
九
八
八
年
五
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
科
学
的
な
情
勢
分
析
そ
し
て
認
識

敵
よ
り
も
一
日
長
く

―
昭
電
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
一
二
周
年
集
会
か
ら

も
う
一
度
み
ん
な
で
つ
く
る
労
働
組
合

―
私
は
こ
う
考
え
る
―

労
線
統
一
―
地
方
の
状
況

―
地
県
評
の
動
向
に
五
つ
の
傾
向
―

資
料
１
連
合
地
方
準
備
会
の
結
成
に
つ
い
て
（
連
合
）

資
料
２
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
全
的
統
一
に
む
け
て
の
基
調
と
す
べ
き
課
題

（
四
国
プ
ロ
ッ
ク
）

資
料
３
県
下
労
戦
の
闘
う
全
的
統
一
を
達
成
す
る
た
め
に
（
兵
庫
）

危
機
深
ま
る
中
米
情
勢

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
３
６
９
（
一
九
八
八
年
五
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
あ
る
先
生
の
還
暦
祝
い

人
類
の
未
来
を
つ
く
り
出
し
た
小
冊
子
―
「
共
産
党
宣
言
」
一
四
○
周
年
に
寄
せ
て
―

ウ
ソ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
総
評
の
「
全
的
統
一
」
論

―
「
全
的
統
一
」
の
虚
構
を
暴
露
し
、
総
評
解
体
阻
止
ヘ
―

資
料
１

総
評
は
三
条
件
を
受
諾
（
真
柄
メ
モ
）

資
料
２

民
主
的
官
民
統
一
に
対
応
す
る
基
本
的
考
え
方
（
友
愛
会
議
）

資
料
３

総
評
・
官
公
労
協
労
戦
統
一
メ
モ

資
料
４

反
独
占
・
反
自
民
の
闘
う

全
的
統
一
達
成
の
た
め
に
（
全
水
道
）

与
党
「
民
正
党
」
が
大
敗
―
根
底
に
自
主
・
民
主
・
統
一
の
民
意
―

党
建
協
一
周
年
記
念
総
会
・
講
演
会
に
参
加
し
よ
う

№
３
７
０
（
一
九
八
八
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
歴
史
的
な
闘
い
に
参
加
す
る
と
き

い
よ
い
よ
憲
法
が
政
治
の
焦
点
に
―
軍
拡
路
線
と
憲
法
の
衝
突
は
必
至
―

強
ま
る
日
・
米
「
韓
」
三
国
同
盟
結
成
の
動
き
地
区
労
を
残
そ
う
！

―
地
区
労
は
地
域
労
働
者
、
組
合
自
主
的
組
織

借
金
は
ず
し
で
巨
大
利
益
―
「
Ｊ
Ｒ
一
年
」
を
問
う
―

仲
間
と
と
も
に
全
逓
運
動
の
再
生
強
化
ヘ

―
職
場
実
態
を
前
に
問
わ
れ
る
活
動
家
の
対
処
―

許
さ
ん
ぞ
労
組
法
改
悪
―
〃
廃
案
ヘ
〃
と
中
央
集
会
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

党
建
協
一
周
年
記
念
総
会
・
講
演
会
に
参
加
し
よ
う

№
３
７
１
（
一
九
八
八
年
六
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
労
戦
再
編
と
社
会
党
解
体
は
一
体

「
呼
び
か
け
」
を
出
す
に
あ
た
っ
て
岩
井
章

連
合
に
全
面
的
に
屈
服
―
総
評
の
「
労
戦
統
一
」
拡
評
方
針
―

資
料
１
労
働
戦
線
統
一
の
完
成
へ
む
け
て
（
総
評
）

資
料
２
官
公
労
働
組
合
の
基
本
方
向
（
官
公
労
協
）

東
京
地
評
解
体
を
許
さ
な
い

東
京
労
研
セ
ン
タ
―
が
活
動
強
化
ヘ

労
組
法
改
悪
の
本
質
と
背
景

三
宅
島
―
地
方
自
治
の
原
点

五
月
二
六
日
か
ら
自
治
労
中
央
委

一
九
八
八
春
闘
懇
が
中
間
総
括

編
集
部
だ
よ
り

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
紹
介
大
韓
航
空
機
事
件
を
考
え
る
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№
３
７
２
（
一
九
八
八
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
左
派
の
本
領

労
戦
問
題
を
考
え
る

資
料
と
解
説
連
合
の
二
つ
の

「
確
認
」
に
つ
い
て

資
料
１

労
働
戦
線
統
一
に
つ
い
て
（
連
合
）

資
料
２

労
働
界
全
体
の
統
一
に
関
す
る
基
本
構
想
（
連
合
）

「
不
安
と
危
惧
」
は
表
明
さ
れ
た
が
―
八
九
年
解
散
へ
暴
進
、
総
評
拡
評
―

Ｎ
Ｔ
Ｔ
合
理
化
、
背
景
と
本
質
―
ト
ー
タ
ル
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
運
動
を
斬
る
①
―

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
の
テ
ー
ゼ
―
改
革
推
進
ヘ
ソ
連
共
産
党
全
国
協
議
会
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
３
７
３
（
一
九
八
八
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
労
戦
「
統
一
」
と
自
治
労
の
進
路

ト
ー
タ
ル
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
運
動
を
斬
る
―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
合
理
化
、
背
景
と
本
質
②

党
建
協
第
二
回
総
会
開
く

資
料
１

活
動
方
針
（
党
建
協
、
一
九
八
八
・
六
・
四
）

資
料
２

税
制
改
革
に
対
す
る
提
言
（
党
建
協
）

資
料
と
解
説
労
研
セ
ン
タ
ー
「
よ
び
か
け
」
に
つ
い
て

資
料
３
「
連
合
」
に
反
対
し
、
ま
と
も
な
労
働
組
合
の
結
集
を
よ
び
か
け
る

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
レ
ー
ガ
ン
会
談
と
日
本

左
派
の
眼

な
ぜ
日
韓
関
係
の
見
直
し
が
必
要
な
の
か

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
７
４
（
一
九
八
八
年
七
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
ウ
ソ
つ
き
の
総
評
指
導
部

労
戦
再
編
「
統
一
」
と
日
教
組
の
変
質
策
動

―
「
選
別

「
踏
絵
」
に
よ
る
路
線
転
換
に
反
対

」

や
っ
と
勝
っ
た
埼
玉
知
事
選

―
選
挙
は
現
代
版
の
合
戦
―

こ
こ
が
聞
き
た
い
国
労
闘
争
の
課
題

国
労
オ
ル
グ
団
の
真
価
を
発
揮

―
感
動
の
「
佐
世
保
地
区
共
闘
」
結
成
総
会
―

許
す
な
！
三
井
独
占
資
本
の
合
理
化

―
三
池
の
合
理
化
、
経
過
と
と
り
く
み
―

左
派
の
眼

ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
自
由
化
要
求
の
背
景

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
３
７
５
（
一
九
八
八
年
七
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
七
・
二
六
集
会
」
に
総
結
集
し
よ
う

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
監
視
し
つ
づ
け
よ
う
―
Ｊ
Ｒ
決
算
の
疑
惑
と
わ
れ
わ
れ
の
課
題
（
一
）

国
鉄
闘
争
の
現
状
と
労
働
委
員
会
闘
争
の
意
義

◇
投
稿
◇
「
汚
職
」
問
題
を
考
え
る

資
料
「
新
百
万
党
建
設
運
動
実
施
要
領
（
案

」
へ
の
質
問
状

）

―
日
本
社
会
党
東
京
都
本
部
杉
並
総
支
部
―

パ
ン
フ
紹
介
「

労
戦
問
題
』
資
料
と
解
説
」

『

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
７
６
（
一
九
八
八
年
八
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
転
換
期
の
労
働
運
動
を
た
た
か
う

拡
大
す
る
束
京
地
評
解
散
阻
止
の
条
件

Ｊ
Ｒ
六
二
年
度
決
算
は
疑
惑
で
い
っ
ぱ
い
―
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
監
視
し
つ
づ
け
よ
う
（
二
）

「
よ
び
か
け
」
で
熱
心
な
論
議

―
労
研
セ
ン
タ
―
全
国
学
習
交
流
会
報
告
―

資
料
１
労
研
セ
ン
タ
―
全
国
討
論
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

七
月
七
日
に
二
つ
の
集
会

―
国
労
と
と
も
に
た
た
か
う
熱
気
―

資
料
２
国
民
会
議
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

左
派
の
眼
サ
ミ
ッ
ト
つ
て
な
ん
だ

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
外
交
政
策
―
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
の
報
告
か
ら
―

パ
ン
フ
「
労
戦
問
題
『
資
料
と
解
説

」
紹
介

』

№
３
７
７
（
一
九
八
八
年
八
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
反
連
合
の
闘
い
の
火
の
手
を
大
き
く

組
合
大
会
（
前
半
）
を
ふ
り
返
っ
て
①

問
わ
れ
る
自
覚
的
労
働
者
の
活
動

報
告
①

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
労
働
組
合
論

報
告
②

連
合
包
摂
で
新
た
な
労
資
関
係
を
も
さ
く
（
日
経
連
）

報
告
③

消
え
た
全
逓
ら
し
さ

報
告
④

同
盟
路
線
を
前
面
に
全
逓
に
挑
戦
（
全
郵
政
）

報
告
⑤

春
闘
見
直
し
、
労
戦
が
焦
点
（
連
合
傘
下
組
合
）

◇
資
料
と
解
説
◇

自
治
労
基
本
組
織
と
労
戦
問
題

資
料
１

鹿
児
島
県
職
労
の
方
針

資
料
２

松
本
市
職
労
の
意
見
書

資
料
３

新
潟
県
職
労
臨
時
大
会
方
針

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
３
７
８
（
一
九
八
八
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
〃
歴
史
を
つ
く
る
〃
楽
し
み
を
自
ら
の
課
題
に

日
本
労
働
運
動
の
「
進
路
」
を
開
け
―
国
労
大
会
に
参
加
し
て
―

資
料
１

国
労
大
会
集
約
①
日
本
労
働
運
動
の
再
構
築
を
自
ら
の
手
で

―
「
七
・
二
六
集
会
」
報
告
と
課
題
―

資
料
２

七
・
二
六
集
会
「
よ
び
か
け

（
全
文
）

」

資
料
３

七
・
二
六
集
会
よ
び
か
け
人

資
料
４

七
・
二
六
集
会
「
ア
ピ
ー
ル

（
全
文
）

」

資
料
５

宮
部
民
夫
（
よ
び
か
け
人
代
表
あ
い
さ
つ
）

資
料
６

岩
井
章
氏
（
来
ひ
ん
あ
い
さ
つ
）

資
料
７

七
・
一
五
関
西
集
会
「
基
調
報
告
」

モ
ー
ゼ
の
十
戒
の
よ
う
に
「
七
・
一
七
愛
媛
集
会
」

資
料
８

え
ひ
め
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

厚
木
基
地
に
包
囲
の
輪

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
３
７
９
（
一
九
八
八
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
左
派
の
任
務
と
総
評
大
会
に
思
う

労
働
組
合
大
会
（
前
半
）
を
ふ
り
返
っ
て
②

報
告
６

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
泣
い
て
い
る
（
私
鉄
）

報
告
７

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
た
た
か
い
（
国
労
）

報
告
８
「
八
九
年
解
散
」
を
決
定
（
総
評
）

資
料
１

国
労
大
会
書
記
長
集
約
（
二
）

資
料
２

総
評
大
会
で
の
修
正
案
提
案
（
国
労
）

資
料
３

総
評
大
会
で
の
香
川
県
評
代
議
員
の
発
言

資
料
４

総
評
大
会
で
の
長
崎
県
評
代
議
員
の
発
言

資
料
５

統
一
労
組
懇
系
四
単
産
の
「
共
同
声
明
」

№
３
８
０
（
一
九
八
八
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
闘
争

総
評
の
解
体
を
阻
止
し
、
社
会
党
の
基
本
政
策
を
守
る

―
北
海
道
か
ら
全
国
の
仲
間
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー

◇
座
談
会
組
合
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
③
◇
連
合
の
弱
点
を
攻
め
多
数
派
ヘ

資
料
１

北
方
領
土
返
還
運
動
の
大
網
（
連
合
）

自
治
労
基
本
組
織
と
労
戦
問
題
（
二
）

資
料
２

自
治
労
運
動
方
針

資
料
３

総
評
大
会
に
臨
む
自
治
労
中
央
本
部
の
方
針
に
対
す
る
新
潟
県
本
部
の
見
解

資
料
４

都
労
連
の
労
戦
問
題
へ
の
方
針

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
３
８
１
（
一
九
八
八
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
マ
ル
ク
ス
主
義
学
説
の
歴
史
的
発
表

総
評
「
全
的
統
一
論
」
を
考
え
る

―
夏
の
全
的
統
一
を
達
成
す
る
た
め
に
①
―

◇
座
談
会
組
合
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
④

報
告
⑨
新
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
―
結
成
が
焦
点

（
統
一
労
組
懇
）

報
告
⑩
夏
の
全
的
統
一
追
求
が
左
派
の
課
題

（
日
教
組
）

資
料
１
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
―

の
役
割
と
課
題
（
統
一
労
組
懇
）

資
料
２
構
成
と
運
営
の
基
本
（
統
一
労
組
懇
）

Ｋ
Ｙ
Ｔ
管
理
で
隷
属
化

―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
場
の
実
態
に
学
ぶ
―

北
海
道
で
も
〃
六
本
さ
ん
〃
の
出
版
記
念
会

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
８
２
（
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
共
産
主
義
は
人
類
の
知
識
の
総
和

統
一
協
議
に
む
け
た
手
続
き
を
決
定

―
自
治
労
第
四
五
回
大
会
の
意
味
―

反
原
発
闘
争
は
階
級
闘
争
の
重
要
な
一
翼

―
北
海
道
・
新
得
に
お
け
る
反
原
発
の
た
た
か
い

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
泊
原
発

狂
い
だ
し
た
ら
と
ま
ら
な
い

―
八
・
三
一
総
評
集
会
点
景
―

武
藤
論
文
は
反
革
命
の
代
弁

ヤ
ル
し
か
な
い
！
⑮
そ
し
て
「
党
」
は
？

左
派
の
眼

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ブ
ー
ム
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の

総
評
セ
ン
タ
ー
で
総
評
の
歴
史
と
伝
統
は
守
れ
な
い

―
総
評
「
全
的
統
一
論
」
を
斬
る
②
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
３
８
３
（
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
一
日
）

特
集
自
治
労
第
四
五
回
全
国
大
会

◇
巻
頭
言
◇
マ
ス
コ
ミ
の
天
皇
報
道
で
考
え
る
①

◇
座
談
会
⑤
自
治
労
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
◇

連
合
参
加
は
「
限
り
な
き
未
来
へ
の
道
」
か

「
地
獄
へ
の
道
」
か

自
治
労
大
会
―
四
つ
の
印
象
／
焦
点
は
労
戦
問
題
／
注
目
さ
れ
た
自
治
労
大
会
―
背
景
と
本
質
／
旧

同
盟
は
左
派
排
除
を
強
調
／
方
針
案
に
統
一
労
組
懇
批
判
／
「
高
野
三
原
則
」
を
強
調
／
四
つ
の
チ

ラ
シ
が
配
布
／
修
正
案
は
三
本
／
論
議
の
傾
向
は
四
つ
／
不
安
、
危
惧
、
要
望
が
続
出
／
は
げ
し
か

っ
た
統
―
労
組
懇
批
判
／
具
体
性
欠
く
統
一
労
組
懇
／
ア
イ
マ
イ
な
本
部
答
弁
／
賛
成
八
四
七
で
方

針
決
定
／
代
議
員
は
条
件
づ
き
で
賛
成
／
正
念
場
は
こ
れ
か
ら

資
料
１
政
令
指
定
都
市
組
合
の
ア
ピ
ー
ル

資
料
２
自
治
労
東
京
都
本
部
の
「
一
部
修
正
案
」

資
料
３
労
戦
統
一
に
関
す
る
意
見
書
・
要
望
書

（
岐
阜
市
職
労
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
８
４
（
一
九
八
八
年
一
〇
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
自
粛
」
と
い
う
名
の
強
制
が
猛
威

正
念
場
を
迎
え
た
東
京
地
評
を
め
ぐ
る
攻
防

―
地
評
大
会
は
無
期
限
延
期
に
―

資
料
１
「
九
・
一
九
集
会
」
決
議

二
八
日
に
「
地
県
評
全
国
連
絡
会
」
結
成
総
会

資
料
２
「
地
県
評
全
国
連
絡
会
」
結
成

の
よ
び
か
け

消
費
税
反
対
六
五
％
に

◇
投
稿
◇
重
体
・
天
皇
が
も
た
ら
す
騒
動
の
ね
ら
い

執
行
部
三
役
を
不
信
任

―
全
電
通
和
歌
山
県
支
部
の
定
期
大
会
―

左
派
の
眼
電
力
労
連
の
原
発
推
進
論
の
誤
謬

東
京
・
中
野
で
も
「
資
本
論
」
研

た
た
か
い
、
学
習
し
社
会
変
革
を

労
戦
問
題
と
自
治
労
基
本
組
識
（
三
）

資
料
３
労
戦
統
一
に
向
け
て
の
意
見
書

（
松
本
市
職
他
）

資
料
４
大
会
決
議
（
東
京
清
掃
労
働
組
合
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り



- 13 -

№
３
８
５
（
一
九
八
八
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
勝
利
し
た
チ
リ
人
民
、
こ
れ
か
ら
は
？

社
会
主
義
国
は
な
ぜ
強
い

―
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
社
会
体
制
―

作
業
は
連
合
ぺ
ー
ス
で
進
行

―
新
網
領
、
新
組
織
問
題
に
つ
い
て
―

◇
座
談
会
組
合
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
⑥
◇

報
告
⑫
体
制
擁
護
は
さ
ら
に
露
骨
化
（
連
合
）

報
告
⑬
「
全
労
協
」
結
成
に
む
け
討
論
中

（
労
研
セ
ン
タ
―
）

予
想
さ
れ
て
い
た
意
外
性

―
ソ
連
の
人
事
異
動
の
意
味
す
る
も
の
―

ソ
連
の
政
治
改
革
の
本
質

国
労
九
州
清
算
事
業
団
と
の
交
流
で
学
ん
だ
こ
と
①

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
８
６
（
一
九
八
八
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
憲
法
問
題
に
も
波
及

「
連
帯
す
る
会
」
が
一
一
月
一
一
日
に
発
足
集
会

―
本
誌
記
者
の
参
加
協
力
を
訴
え
る
―

資
料
１
入
会
の
よ
び
か
け

資
料
２
「
連
帯
す
る
会
」
の
活
動

本
州
と
北
九
州
、
北
海
道
の
連
帯
が
急
務

国
労
九
州
清
算
事
業
団
と
の
交
流
で
学
ん
だ
こ
と

国
労
「
高
架
下
ニ
ュ
ー
ス
』
百
号

神
奈
川
地
労
委
が
国
労
に
勝
利
命
令

天
皇
問
題
を
考
え
る

―
一
○
・
一
四
緊
急
集
会
の
報
告
―

資
料
３
一
九
二
六
―
二
八
年
の

「
代
替
り
」
タ
イ
ム
・
テ
ー
ブ
ル

資
料
４
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｘ
デ
ー
対
策

資
料
５
各
イ
ベ
ン
ト
の
状
況

資
料
６
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
Ｘ
デ
ー
対
策

資
料
７
Ｊ
Ｒ
各
社
の
「
Ｘ
デ
ー
」

指
示
へ
の
国
労
見
解

資
料
８
県
教
委
へ
の
申
し
入
れ

（
千
葉
教
職
員
組
合
連
合
協
議
会
）

資
料
９
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
Ｘ
デ
ー
」
特
別
編
成
案
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№
３
８
７
（
一
九
八
八
年
一
一
月
二
一
日
）

「
地
県
評
全
国
連
絡
会
」
が
結
成

―
京
都
・
円
山
音
楽
堂
に
七
千
人
―

資
料
１

十
・
二
八
集
会
ア
ピ
ー
ル
（
要
旨
）

資
料
２
「
地
県
評
全
国
連
絡
会
」
構
想
の
具
体
化

資
料
３
「
地
県
評
全
国
連
絡
会
」
全
国
代
表
委
員

八
九
春
闘
懇
が
発
足
総
会

「
総
評
セ
ン
タ
ー
」
で
総
評
運
動
は
守
れ
な
い
―
総
評
「
全
的
統
一
」
論
を
斬
る
―

国
労
東
京
チ
ュ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
大
成
功

石
橋
訪
韓
が
映
し
だ
し
た
新
た
な
幻
想
―
「
新
し
い
社
会
党
」
と
「
新
し
い
韓
国
」
―

ヤ
ル
し
か
な
い
⑯
素
晴
ら
し
い
夫
た
ち

連
合
が
基
本
方
針
を
確
認

資
料
４

天
皇
の
代
替
り
と
日
本
軍
国
主
義

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
８
８
（
一
九
八
八
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
平
和
の
問
題

反
連
合
、
反
合
理
化
闘
争
前
進
の
た
め
に
―
単
層
構
造
の
職
場
づ
く
り
を
―

◇
北
海
道
か
ら
の
報
告
◇
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
反
原
発
闘
争

特
集
地
域
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題
①
地
域
労
働
運
動
〃
再
編
〃
の
本
質

愛
知
に
お
け
る
地
域
労
働
運
動

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

社
会
党
は
国
民
の
声
に
依
拠
を

№
３
８
９
（
一
九
八
八
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
百
周
年

「
資
格
要
件
」
問
題
が
ネ
ッ
ク
に
―
「
統
一
」
を
め
ぐ
る
新
た
な
情
勢
―

資
料
１

首
脳
会
談
に
臨
む
態
度
（
総
評
）

資
料
２

首
脳
会
談
に
臨
む
見
解
（
連
合
）
ウ
ソ
の
政
治
を
許
す
な

減
税
ど
こ
ろ
か
庶
民
に
は
大
増
税
―
消
費
税
問
題
に
新
た
な
構
え
で
粉
砕
を
―

消
費
税
問
題
と
世
論
調
査
結
果

楽
し
か
っ
た
江
の
島
行
―
「
山
川
菊
栄
の
あ
ゆ
み
を
追
っ
て
」
図
書
資
料
展
を
見
に
―

◇
資
料
と
解
説
◇
自
治
労
に
新
た
な
組
織
問
題

資
料
３
「
統
一
労
組
懇
」
の

分
裂
組
織
づ
く
り
は
許
さ
な
い

資
料
４
「
自
冶
体
労
働
組
合
全
国
連
絡
協
議
会

（
仮
称
）
の
結
成
と
運
動

」

こ
れ
が
連
合
の
実
態
―
連
合
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
３
９
０
（
一
九
八
八
年
一
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
ド
イ
ツ
十
一
月
革
命
七
○
周
年

オ
ヤ
マ
ド
リ
市
長
が
大
差
で
再
選

―
那
覇
市
長
選
の
報
告
―

国
労
闘
争
の
焦
点

―
不
当
労
働
行
為
、
安
全
、
連
帯
す
る
会
①
―

来
春
に
「
全
労
協
結
成
準
備
会
」
を
提
起

資
料
１
「
全
労
協
」
の
基
調
と
目
標
（
第
一
次
案
）

特
集
地
域
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題
（
二
）

「
歴
史
に
汚
点
を
残
さ
な
い
」
た
め
に

―
私
た
ち
の
当
面
す
る
八
つ
の
た
た
か
い
に
全
力

九
○
年
代
を
展
望
し
た
積
極
方
針
を

―
地
区
労
運
動
継
承
・
発
展
の
た
め
に
―

総
評
官
公
労
の
分
裂
を
要
求
す
る
全
官
公

―
自
治
労
が
十
二
月
八
日
か
ら
中
央
委
―

資
料
２
「
統
一
労
組
懇
」
の
組
織
分
裂
を
許
さ
ず

（
自
治
労
本
部
）

資
料
３
大
阪
府
職
労
一
九
八
九
年
度
方
針
（
案
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


